
別紙2-1経済安全保障重要技術育成プログラム／高度な金属積層造形システム技術の開発・実証

採択テーマ：

高付加価値設計・製造を実現する統合型レーザー金属積層造形技術の研究開発

 カーボンニュートラルに向けて、自動車、重電機器等の各産業では、電気伝導率や耐腐食機能の高い素材を用いた部品製造が求められる。
 本事業では、従来、積層造形による製造が困難であった純銅等を対象とし、青色レーザによる「PBF‐LB（レーザ粉末床溶融法）」と

「DED‐LB（レーザ指向性エネルギー堆積法）」における造形技術の開発又は組み合わせを行い、EV向け部品等の電気伝導率の高い
素材等を用いた積層造形技術の開発を行う。

国立大学法人大阪大学
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
株式会社松浦機械製作所
古河電気工業株式会社
株式会社島津製作所
MI-6株式会社
石川県工業試験場
国立大学法人金沢大学

実施体制

事業の目的・概要

事業イメージ（全体像）

 インプロセスの安定性向上、高度造形技術の開発・実証
 金属粉末の品質向上、高効率製造技術の開発・実証
 高性能な造形条件などの探索、シミュレーション技術の
開発・実証およびデータプラットフォームの構築

主な研究開発内容

（注１）青色レーザ：従来のレーザに比べ短い波長のレーザ。高いエネルギー密度を持ち、吸収率の高さから効率的に純銅等の加工が可能
（注２）プリプロセス：設計・条件設定等、インプロセス：積層造形・モニタリング等、ポストプロセス：後加工・製品検査等
（注３）PBF-LB（レーザ粉末床溶融法）：金属粉末を敷き詰めたパウダーベッド上に、レーザを照射して溶融・凝固させ積層造形する方法
（注４）DED-LB（指向性エネルギー堆積法）：レーザ照射部に金属粉末やワイヤを供給し、溶融・凝固させ積層造形する方法

プリプロセスポストプロセス

インプロセス

・マテリアルズインフォマテックス
と生成AI

・造形条件探索技術

・PBF-LB方式
・DED-LB方式
・金属積層造形プロセス技術
・プロセスモニタリング技術
・ツインビーム制御技術
・時空間入熱制御技術

・マルチマテリアル積層造形技術
・金属粉末の品質向上
・ハイブリッド造形
（粉末リサイクルレス）

■アプリケーション

・EV用高機能ヒートシンク
・高精密金型
・発電所用高耐熱耐腐食内壁
・橋梁用長寿命接合部品
・高炉用高機能部品 等

PBF-LB
データベース

品質保証

認証基準

CAM連動熱解析シミュレーション

DED-LB

Powder bed

Scanning

 2024年度～2028年度（５年間）

事業期間（予定）

 事業規模：270億円以下（事業全体）
 契約形態：委託事業

事業規模など

※太字：幹事企業 出典：大阪大学



別紙2-2経済安全保障重要技術育成プログラム／高度な金属積層造形システム技術の開発・実証

採択テーマ：

高度な金属積層造形システム技術の開発・実証 ～オンサイト製造の実現に向けて～

川崎重工業株式会社
株式会社NTTデータ
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ・ザムテクノロジーズ

※太字：幹事企業

 2024年度～2028年度（5年間）

 事業規模  ： 270億円以下（事業全体）

 契約形態 ： 委託事業

 高速・高精度造形技術の開発

 即時検査手法の開発

 造形プロセス最適化エンジンの開発

 データプラットフォームの構築

 品質保証・認証基準の提言

インプロセスプリプロセス

ポストプロセス

・溶融池プロファイリングによる
高速・高精度造形技術 (PBF)
・インプロセスモニタリング
による即時検査技術 (PBF)
・複合積層造形技術 (DED)
※一部のアプリケーション向けのみ

・加工ひずみ予測技術

■アプリケーション
・舶用機械部品
・水素焚き燃焼器部品
※複雑形状部品の一例として

（注１）プリプロセス：設計・条件設定等、インプロセス：積層造形・モニタリング等、ポストプロセス：後加工・製品検査等
（注２）PBF-LB（レーザ粉末床溶融法）：金属粉末を敷き詰めたパウダーベッド上に、レーザを照射して溶融・凝固させ積層造形する方法
（注３）DED（指向性エネルギー堆積法）：熱源（レーザ等）照射部に金属粉末やワイヤを供給し、溶融・凝固させ積層造形する方法

データプラット
フォームの構築

オンサイト製造

レーザ走査

原料粉末

粉末床

造形物

PBF
プロセス

DED
プロセス

出典：川崎重工業

・造形プロセス予測
技術の構築 (PBF)
・造形パラメータ最適化
技術の構築 (PBF)

予測モデルイメージ

溶加材
(粉末/
ワイヤ)

熱源
(レーザ等)

ワーク

ノズル

入熱部
（溶融池）

 世界中の港で補用部品の即時供給が求められる舶用機械をはじめとして、金属積層造形によるオンサイト製造への期待は大きい。

 本事業では、「PBF‐LB（レーザ粉末床溶融法）」における開発期間短縮と生産性向上のため、部品スケールでの造形パラメータ最

適化技術、高度なレーザ制御技術、インプロセスモニタリングによる即時検査技術等を確立する。加えて、部品の製造方法を蓄積し

たデータプラットフォームを構築し、品質保証・認証基準の策定・提言にも取り組むことで、オンサイト製造の実現を目指す。

事業の目的・概要

実施体制

事業期間（予定）

事業規模など

主な研究開発内容

事業イメージ（全体像）



実施体制

事業の目的・概要

主な研究開発内容

事業イメージ（全体像）

データベース

品質保証

認証基準

プリプロセスポストプロセス

インプロセス

【粉末の高品質・高収率・高生産性】
PREP技術センタレス駆動

D-PREP装置

【EBM内部欠陥レス】
電子情報高速画像化
モニタリングフィードバック

【シミュレーション技術】
・ 高性能な造形条件等の探索
・ シミュレーション技術の開発・実証

【社会実装を目指すアプリケーション】
・航空宇宙：
ロケット用ポンプ部品、タービンブレード
(TiAl、Ni基超合金)
・自動車：
エンジン用薄肉配管、金型、補給品
(Ti64、鉄系、耐熱Al合金、Al合金等)
・重電機器：
配電用スイッチギア部品（銅合金）
・医療：
人工関節（Ti64、鉄系）等

経済安全保障重要技術育成プログラム／高度な金属積層造形システム技術の開発・実証

採択テーマ：

全面統合型次世代金属積層造形技術の開発

日本積層造形株式会社
日本電子株式会社
株式会社先端力学シミュレーション研究所
国立大学法人東北大学
再委託：株式会社東京アールアンドデー

 欠陥レス造形技術 ・ 高速・高精度造形技術
 高収率・高品質・高生産性を実現する

金属粉末製造技術
 高性能な造形条件等の探索
 シミュレーション技術の開発・実証

X線

入射電子

反射電子

二次電子

金属粉末床（PBF）

カソード
ルミネッセンス

【EBMマルチドットスキャン】
高速・高精度造形

技術開発→造形実証

 航空宇宙、自動車、産業機械分野を中心に、複雑形状の部品を効率的に製造するための金属積層造形技術の需要が高まってい

る。しかしながら、現行技術では生産速度・精度、粉末品質等に課題があり、部品の欠陥レス造形も求められている。

 本事業では、「PBF-EB（電子ビーム粉末床溶融法）」を用いた複数ビーム方式（マルチドットスキャン方式）による欠陥レスな高
速・高精度造形技術の開発を行うとともに、粉末品質向上のための均一な真球形状の粉末製造技術の開発を行う。

 2024年度～2028年度（５年間）

事業期間（予定）

 事業規模：270億円以下（事業全体）
 契約形態：委託事業

事業規模など

別紙2-3

※太字：幹事企業

（注１）プリプロセス：設計・条件設定等、インプロセス：造形・モニタリング等、ポストプロセス：後加工・製品検査等
（注２）PBFｰEB（電子ビーム粉末床溶融法）：金属粉末を敷き詰めたパウダーベッド上に、電子ビームを照射して溶融・凝固させ積層造形する方法
（注３）PREP（プラズマ回転電極法）：回転する合金棒材を溶融し遠心力で飛散する液滴を凝固させた真球形状でガス欠陥の無い粉末の製造方法

出典：日本積層造形

PREP粉末の製造原理

マルチドットスキャン方式



別紙2-4経済安全保障重要技術育成プログラム／高度な金属積層造形システム技術の開発・実証

採択テーマ：

高性能・高機能な製品・部材製造を目的としたワイヤ・レーザDED方式金属AM技術の研究開発

三菱電機株式会社
ナカシマプロペラ株式会社
一般財団法人近畿高エネルギー加工技術研究所
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構
国立大学法人熊本大学
東邦金属株式会社
国立大学法人広島大学
国立大学法人大阪大学

実施体制

事業の目的・概要

※太字：幹事企業

 大型造形のための装置技術開発
 高速化のための造形プロセス技術開発
 造形アプリケーション開発
 造形品質評価・向上技術開発、材料開発

主な研究開発内容

事業イメージ（全体像）

 2024年度～2028年度（５年間）

事業期間（予定）

・材料製造技術
・経路生成・造形条
件探索技術

・ワイヤ・レーザDED方式
金属造形プロセス技術

・各種制御・監視機能技術
・造形状態データ分析技術
・造形物品質評価技術

・後工程アプリケー
ション技術

・製品品質評価技術

船舶用プロペラ、ロケット用部品アプリケーション

プリプロセス インプロセス ポストプロセス

（注１）プリプロセス：設計・条件設定等、インプロセス：造形・モニタリング等、ポストプロセス：後加工・製品検査等
（注２）ワイヤ・レーザDED（指向性エネルギー堆積法）：レーザ照射部にワイヤを供給し、溶融・凝固させ積層造形する方法

 船舶や航空宇宙等への金属積層造形技術の用途拡大や、造形速度の高速化、造形品の高精度化・大型化等の金属積層造
形技術に対する要求の多様化が進んでいる。

 本事業では、メートル級の大型製品に焦点をあて、「DED-LB/ワイヤ（レーザ指向性エネルギー堆積法）」を用いた高速造形
技術と欠陥レスな高品位造形技術の開発を行い、メートル級大型造形システムによる生産性の向上を目指す。

ホットワイヤ電流大

ホットワイヤ電流中

コールドワイヤ

実験結果とシミュレーションの
ハイブリッドによるプロセスマップ溶融シミュレーション

造
形
速
度

レーザ出力

材料供給
（ワイヤ)

レーザ

ロボット
造形品

シミュレーション

船舶用
プロペラ

材料
（ワイヤ)

後工程

ロケット用部品

 事業規模：270億円以下（事業全体）
 契約形態：委託事業

事業規模など

出典：三菱電機



別紙2-5経済安全保障重要技術育成プログラム／高度な金属積層造形システム技術の開発・実証

採択テーマ：

焼結型積層造形とデジタルプロセス設計を組み合わせた金属３Ｄプリンタシステムの研究開発

 輸送機器や工作機械等の量産部品へ金属積層造形技術を適用するためには、造形速度の向上など高い生産性が求められる。
 本事業では、高速造形、サポートレス等の特徴を有する「BJT（結合剤噴射法）」における高速・高精度造形に向けた要素技

術を開発し、輸送機器用アルミ部品、プラント系耐熱部品、金型や治工具等の多品種少量生産のための造形技術を確立する。

ヤマハ発動機株式会社
一般財団法人電力中央研究所
大陽日酸株式会社
国立大学法人九州大学
東京都公立大学法人東京都立大学
国立研究開発法人産業技術総合研究所
三菱マテリアル株式会社
金属技研株式会社
ASKケミカルズジャパン株式会社
株式会社ExOne

実施体制

事業の目的・概要

 アダプティブな最適レシピ探索システム

 新規原料粉末合金およびバインダ材料開発

 高速緻密化を図る焼結技術と変形予測技術

事業イメージ（全体像）

主な研究開発内容

データベース

品質保証

認証基準

ポストプロセスインプロセス

プリプロセス

・大型部品の高速焼結技術
・焼結変形解析技術
・熱間等方圧下工法活用
・製品品質評価技術

・大型部品造形技術
・インプロセスモニタリングによるトレーサビリティ
・造形パラメータのインプロセス最適化制御技術
・造形体，焼結体物性予測システム

・熱的トポロジー最適化ツール
・水アトマイズ粉末製造技術
・高焼結性アルミ合金粉末製造技術
・バインダー高性能化
・最適製造レシピ自動探索システム

球状水アトマイズ粉末

■アプリケーション
・発電機器耐熱部品
・輸送機器用アルミ部品
・金型 等

粉末
敷設

バインダ
吐出・乾燥

焼結

製品

二輪車車体部品

造形体

焼結体

解析

 2024年度～2028年度（５年間）

事業期間（予定）

 事業規模：270億円以下（事業全体）
 契約形態：委託事業

事業規模など

※太字：幹事企業

（注１）プリプロセス：設計・条件設定等、インプロセス：造形・モニタリング等、ポストプロセス：後加工・製品検査等
（注２）BJT（結合剤噴射法）：金属粉末にバインダ（結合材）を噴射し、炉で加熱焼結して造形する方法
（注３）サポートレス：造形物を支えるための追加的な構造物（サポート）が不要なこと。これにより設計の自由度や生産効率が向上する。

出典：ヤマハ発動機

ダイカスト用
コンフォーマル冷却金型



経済安全保障重要技術育成プログラム／高度な金属積層造形システム技術の開発・実証

採択テーマ：

BEV車体フレームギガキャストの高生産性を実現する高冷却・耐熱疲労金型を主ターゲットとする金属積層造形システムの研究開発

学校法人早稲田大学
共同実施：ものつくり大学、リョービ株式会社、株式会社ソディック、株式会社
CAPCAST、東京都立産業技術研究センター、大阪産業技術研究所、石川
県工業試験場、福井県工業技術センター、北海道立総合研究機構、岩手県
工業技術センター

実施体制

事業の目的・概要

 インプロセスシステム、高温造形、微細造形、マルチ

マテリアル造形を組み合わせた高度造形技術の開発

 非球状粉での造形技術の検証

 金型に係わる造形技術データベースプラットフォーム

構築

主な研究開発内容

事業イメージ（全体像）

・金属造形/鋳造統合型条件
探索システム開発

・非球状粉末の造形技術

・リサイクル粉末造形技術
・金型に係わる造形技術データ
ベースプラットフォーム構築

・欠陥レス造形技術
（インプロセスモニタリング）
・マルチマテリアル造形技術
・高精度造形技術

■アプリケーション：金型（鋳造、鍛造、プレス等）、航空宇宙、医療・歯科 等

造形方式

造形 鋳造

両プロセスを考慮した条件探索

公設試を通じたデータ活用

※イメージ

インプロセスモニタリングの一例フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

 2024年度～2028年度（５年間）

事業期間（予定）

 事業規模：270億円以下（事業全体）
 契約形態：委託事業

事業規模など

※太字：幹事企業

 自動車産業の電動化への世界的転換を背景に、車体フレームやバッテリーケースへのギガキャスト適用が世界規模で実施され始め

ている。一方、自動車の大量生産に対し、ギガキャストを適用するには金型の稼働率の向上は不可欠である。

 本事業では、ギガキャスト等の金型における熱疲労強度の向上のため、「PBF-LB（レーザ粉末床溶融法）」と「DED-LB

（レーザ指向性エネルギー堆積法）」の造形技術の開発又は組み合わせを行い、ギガキャストの高効率生産の実現を目指す。

PBF-LBとDED-LBでの
造形技術を開発

PBF-LB

DED-LB（粉末供給）

（注1）PBF-LB（レーザ粉末床溶融法）：金属粉末を敷き詰めたパウダーベッド上に、レーザを照射して溶融・凝固させ積層造形する方法
（注2）DED-LB（指向性エネルギー堆積法）：レーザ照射部に金属粉末やワイヤを供給し、溶融・凝固させ積層造形する方法
（注3）プリプロセス：設計・条件設定等、インプロセス：造形・モニタリング等、ポストプロセス：後加工・製品検査・リサイクル技術等

プリプロセス

インプロセス3)インプロセス

ポストプロセス・データベース

出典：早稲田大学
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